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お
ち
さ
ん
の
風 

日
頃
は
越
智
氏
奉
賛
会
に
一
方

な
ら
ぬ
関
心
、
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
ク
ル
ー
ズ
船
で
の
感
染

に
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
蔓
延
で
、
現
在
も
そ
の
脅
威
で

な
か
な
か
先
の
読
め
な
い
状
態
に

あ
り
ま
す
。
奉
賛
会
の
活
動
も
思
う

に
任
せ
ず
、
秋
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
で
、
曽
和
城
跡
や
国
見
山
の
ハ
イ

キ
ン
グ
の
み
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
内
容
も
あ

る
楽
し
い
行
事
に
な
っ
た
か
と
自

画
自
賛
し
て
い
ま
す
。 

私
個
人
の
こ
と
で
恐
縮
で
す
が
、

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
日
常
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
よ
う
に
体
を
動
か
す
こ
と

が
困
難
で
、
ど
う
す
れ
ば
体
力
の
衰

え
を
防
ぐ
か
悩
ん
で
い
ま
す
。
今
ま

で
通
っ
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
は

感
染
が
気
が
か
り
で
退
会
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
1
日
2
万
歩
の
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
も
思
う
に
任
せ
ま
せ

ん
。
山
仲
間
と
の
登
山
も
少
な
く
な

り
ま
し
た
。
平
地
を
歩
く
だ
け
で
は

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
は
不
十
分
で
、
筋

肉
の
衰
え
を
い
か
に
防
ぐ
か
が
目

下
の
課
題
で
す
。 

奉
賛
会
7
人
の
役
員
の
皆
さ
ん

は
多
士
済
々
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
異
な

っ
た
能
力
を
使
え
ば
、
ど
ん
な
事
業
、

行
事
も
可
能
か
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
あ
い
に
く
の
現
況
下
で
は
力
を

発
揮
し
て
い
た
だ
く
機
会
が
全
く

あ
り
ま
せ
ん
。
1
日
も
早
い
、
コ
ロ

ナ
禍
の
一
掃
、
日
常
の
回
復
が
な
さ

れ
、
越
智
氏
奉
賛
会
が
活
発
に
活
動

で
き
、
光
雲
寺
に
人
々
が
あ
ふ
れ
る

こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。 

桜
の
花
に
誘
わ
れ
て
人
混
み
に

出
た
く
な
る
季
節
に
な
り
ま
し
た

が
、
ご
自
重
ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

（
会
長 

米
田
德
七
郎
） 

 

令
和
２
年
度
活
動
報
告 

 
令
和
2
年 

3
／
28
（
土
） 

第
2
回
役
員
会
開
催 

2
年
度
の
活
動
計
画
を
審
議
。 

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
た
め
、
お
ち
さ
ん
の
集
い
（
総

会
）
の
中
止
を
決
定
し
、
そ
れ
に
伴

い
総
会
を
書
面
決
議
に
て
報
告
す

る
こ
と
と
な
る
。 

4
／
4
（
土
） 

楠
公
ツ
ー
リ
ズ
ム
代
表
観
心
寺
様

よ
り
「
楠
公
さ
ん
」
ゆ
か
り
の
寺
社

プ
レ
ゼ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
の
延

期
の
連
絡
が
入
る
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
）
。 

4
／
6
（
月
） 

会
員
各
位
に
元
年
度
の
総
会
書
面

決
議
書
を
発
送 

5
／
20
（
水
） 

例
年
参
加
協
力
行
事
「
高
取
町
ふ

る
さ
と
夏
ま
つ
り
」
に
つ
い
て
、
実

行
委
員
会
は
開
催
中
止
を
決
定
（
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の

た
め
）
。 

8
／
29
（
土
） 

第
３
回
役
員
会
開
催 

秋
の
歩
こ
う
会
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
に
つ
い
て
は
野
外
で
の
活
動

と
な
る
た
め
、
感
染
防
止
に
留
意
し

な
が
ら
開
催
を
決
定
。
コ
ー
ス
の
中

身
を
審
議
。 

10
／
4
（
日
） 

役
員
に
よ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
コ
ー
ス
下
見 

11
／
23
（
祝
） 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
コ
ー
ス
の

う
ち
、
曽
羽
城
址
ま
で
の
道
普

請
・
除
草
作
業 

11
／
28
（
土
） 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
・
秋
歩
こ

う
会
開
催 

総
勢
35
名
参
加 

光
雲
寺
集
合
出
発
→
国
史
跡
市

尾
墓
山
古
墳
→
国
史
跡
宮
塚
古

墳
→
中
世
城
郭
・
曽
羽
城
址
→
嘉

太
神
社
（
神
農
さ
ん
）
→
（
株
）

三
光
丸
様
に
て
昼
食
・
休
憩
→
国

見
神
社
→
国
見
山
頂
上
→
Ｊ
Ｒ

掖
上
駅
→
光
雲
寺
・
解
散 

 

令
和
3
年 

1
／
17
（
日
） 

第
1
回
役
員
会
を
光
雲
寺
方
丈

に
て
開
催
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
多

少
あ
れ
ど
も
年
3
回
の
行
事
を
中

心
に
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
企
画
。 

 

令
和
３
年
度
の
活
動
予
定 

 春 

5
月
8
日
（
土
） 

〝
お
ち
さ
ん
の
集
い
〟
（
総
会
・

歴
史
講
演
会
＝
シ
リ
ー
ズ
「
大
和
の

中
世
は
面
白
い
」
） 

夏 

8
月
28
日
（
土
） 

〝
お
ち
さ
ん
の
夜
あ
か
り
〟
夜
間

拝
観
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ 

秋 

11
月
27
日
（
土
） 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
歩
こ
う
会
） 

壺
阪
寺
高
取
城
跡
方
面 

（
諸
事
情
に
よ
り
変
更
あ
り
ま
す

以
上
、
事
務
局
よ
り
） 
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フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
・
秋
の
歩

こ
う
会
に
参
加
し
て 

一
昨
年
に
越
智
氏
奉
賛
会
に
入

会
さ
せ
て
頂
い
た
私
に
と
っ
て
、
昨

年
11
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
曽

羽
城
跡
、
国
見
神
社
な
ど
を
巡
る
秋

の
歩
こ
う
会
は
初
め
て
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
し
た
。 

昨
年
の
春
か
ら
蔓
延
し
始
め
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
影
響
の
た

め
、
世
の
中
の
集
会
行
事
は
自
粛
ム

ー
ド
で
し
た
が
、
屋
外
で
の
活
動
な

の
で
主
催
者
が
感
染
防
止
に
配
慮

さ
れ
て
開
催
さ
れ
、
35
名
も
の
参

加
者
が
あ
り
ま
し
た
。 

光
雲
寺
を
出
発
し
、
ま
ず
ひ
と
つ

目
の
見
学
地
の
市
尾
墓
山
古
墳
へ
。

こ
こ
は
前
方
後
円
墳
丘
の
上
ま
で

登
り
ま
し
た
。
次
に
天
満
宮
の
大
楠

の
植
え
ら
れ
た
階
段
を
上
り
、
2

つ
目
の
市
尾
宮
塚
古
墳
は
ボ
タ
ン

を
押
す
と
照
明
が
点
灯
し
て
石
室

の
中
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

今
住
地
区
は
三
光
丸
を
は
じ
め

製
薬
会
社
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

医
薬
と
知
恵
の
神
様
の
少
彦
名
命

が
祭
ら
れ
て
い
る
嘉
太
神
社
、
お
よ

び
曽
羽
地
区
の
氏
神
の
曽
羽
神
社

を
参
拝
し
た
後
、
本
日
の
メ
イ
ン
タ

ー
ゲ
ッ
ト
の
曽
羽
城
址
に
藪
を
か

き
分
け
な
が
ら
た
ど
り
着
き
ま
し

た
。
な
お
、
吉
村
副
会
長
さ
ん
ら
が

事
前
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
登
り
や

す
い
よ
う
に
処
理
し
て
下
さ
っ
た

そ
う
で
す
。 

近
世
の
城
の
よ
う
な
石
垣
や
櫓

こ
そ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
越
智
党
の
重

鎮
・
米
田
氏
の
本
拠
と
さ
れ
る
曽
羽

城
は
、
中
世
の
山
城
跡
と
し
て
特
有

の
、
平
坦
な
主
郭
と
そ
れ
を
取
り
巻

く
土
塁
お
よ
び
二
重
の
空
堀
な
ど

の
遺
構
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

現
在
の
曽
羽
城
址
は
周
り
を
樹

木
に
囲
ま
れ
て
見
渡
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
越
智
氏
の
平
時
の
居

城
の
越
智
城
や
詰
め
の
貝
吹
山
城
、

佐
田
城
な
ど
に
対
し
て
南
端
に
あ

り
、
合
戦
時
は
狼
煙
を
上
げ
れ
ば
連

絡
し
合
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

山
城
址
か
ら
下
っ
て
か
ら
三
光

丸
さ
ん
に
向
か
い
、
昼
食
休
憩
を
取

り
つ
つ
、
併
設
さ
れ
て
い
る
ク
ス
リ

資
料
館
を
浅
見
館
長
に
案
内
し
て

頂
き
ま
し
た
。 

昼
食
後
は
、
体
力
の
あ
る
有
志
に

絞
っ
て
（
と
言
っ
て
も
大
多
数
が
参

加
）
、
日
本
書
紀
で
神
武
天
皇
が
国

見
を
し
た
と
の
伝
説
が
あ
る
国
見

山
（
229
ｍ
）
と
、
そ
の
中
腹
に
あ
り

瓊
瓊
杵
尊
を
祭
神
と
し
て
祭
る
国

見
神
社
に
向
け
て
出
発
し
、
ほ
ぼ
予

定
通
り
の
時
刻
に
無
事
光
雲
寺
に

戻
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
様
、

日
頃
の
行
い
が
良
か
っ
た
せ
い
か

天
候
に
恵
ま
れ
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

（
吉
村
哲
治
） 

 

金
剛
・
葛
城
山
麓
で
活
動
す

る
「
か
づ
ら
き
煌
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
の
ご
紹
介 

西
に
金
剛
山
は
牛
の
如
く
、
葛
城

山
は
鯨
の
如
く
雄
大
に
聳
え
て
い

ま
す
。
そ
し
て
そ
の
山
麓
に
「
葛
城

古
道
」
が
南
北
に
通
じ
て
い
ま
す

（
御
所
市
葛
城
山
登
山
口
か
ら
風

の
森
ま
で
約
13
㎞
）。 

東
に
は
、
巨
勢
山
丘
陵
、
ご
来
光

を
拝
す
宇
陀
・
吉
野
の
霊
峰
な
ど
、

眼
下
に
奈
良
若
草
山
・
大
和
三
山
を

眺
望
で
き
る
風
光
明
媚
な
自
然
景

観
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
天
孫
降
臨
の
高
天
原
、

古
代
豪
族
葛
城
氏
・
鴨
氏
の
本
拠
地
、

役
行
者
・
行
基
菩
薩
・
弘
法
大
師
空

海
の
修
行
開
創
地
な
ど
豊
か
な
古

代
史
と
霊
験
あ
ら
た
か
な
神
社
仏

閣
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
本
会
は
葛

城
を
愛
す
る
同
志
が
集
い
、
平
成

26
年
3
月
発
足
し
ま
し
た
。
歴
史

の
研
鑽
、
文
化
財
の
発
掘
保
存
、
地

域
の
環
境
整
備
や
景
観
づ
く
り
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
会
員

相
互
の
交
流
親
睦
を
図
っ
て
い
ま

す
。
会
名
の
由
来
は
次
の
通
り
で
す
。 

「
か
づ
ら
き
」
＝
日
本
書
紀
神
武

天
皇
即
位
記
「
高
尾
張
邑
に
身
短
く

手
足
長
い
土
蜘
蛛
お
り
、
葛
（
か
づ

ら
）
の
網
で
退
治
し
た
。
よ
り
て
そ

の
邑
を
名
付
け
て
葛
城
（
か
づ
ら
き
）

と
曰
く
」 

「
煌
（
き
ら
め
き
）
」
＝
輝
き
、

明
る
い
さ
ま
、
大
き
く
拡
が
る
➡
活

気
・
活
発 

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
＝
網
目
の
よ

う
な
繋
が
り
・
絆 

以
下
は
活
動
状
況
（
実
績
・
継
続

中
）
で
す
。 

一
、
歴
史
の
研
鑽 

「
葛
城
を
知

ろ
う
」
研
修
会
（
室
内
・
郊
外
）
年

6
回 二

、
文
化
財
の
発
掘
保
存 

葛
城

三
十
八
景
漢
詩
の
歌
碑
建
立
（
平
成

30
年
6
基
、
令
和
元
年
5
基
） 

三
、
環
境
整
備
・
景
観
づ
く
り 

道
の
整
備
、
草
刈
、
花
木
植
栽
、
階

段
・
手
す
り
・
道
標
の
設
置
（
毎
年

6
月
・
10
月
）
葛
城
小
学
校
・
保
育

所
校
庭
の
草
刈
・
剪
定
（
毎
年
8
月
） 

四
、
伝
統
料
理
教
室 

柿
の
葉
寿

司
、
小
麦
餅
づ
く
り
な
ど
（
平
成
27

年
5
月
） 

五
、
お
も
て
な
し 

「
葛
城
古
道
」

ハ
イ
カ
ー
に
お
に
ぎ
り
、
芋
煮
、
柿

の
ふ
る
ま
い
（
平
成
27
年
11
月
、

28
年
12
月
）
御
所
実
業
工
業
ラ
グ

ビ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
（
毎
年
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7
月
）
き
ゅ
う
り
、
ま
っ
か
、
ト
マ

ト
、
西
瓜
の
差
し
入
れ 

六
、
イ
ベ
ン
ト 

御
所
市
み
ん
な

の
夢
事
業
「
流
し
そ
う
め
ん
」
ギ
ネ

ス
挑
戦
に
協
賛
（
平
成
28
年
8
月
）

御
所
市
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業

参
画
（
平
成
30
年
9
月
）
串
こ
ん
に

ゃ
く
、
小
麦
餅
、
山
菜
お
こ
わ
の
お

も
て
な
し 

七
、
ホ
タ
ル
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

人
工
飼
育
に
挑
戦
（
毎
年
5
～
7

月
）
ビ
オ
ト
ー
プ
作
る
「
天
然
か
も

き
み
の
湯
」
周
辺
河
川
で
「
ホ
タ
ル

の
夕
べ
」
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
活
動
を
評
価
さ
れ
て
、

平
成
29
年
11
月
20
日
、
国
と
県
か

ら
地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
記
念

に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

令
和
2
年
度
の
活
動
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
歴
史
の
研
修
会
は
中
止
中

で
す
。 

当
地
に
、
御
先
祖
が
楠
木
正
成
公

に
随
従
し
鎌
倉
に
下
り
し
者
と
な

り
、
関
東
の
状
況
を
さ
ぐ
り
援
助
し

た
人
。
湊
川
の
合
戦
で
殉
死
し
た
末

裔
宅
が
あ
り
ま
す
。 

 
今
後
、
越
智
氏
奉
賛
会
の
皆
さ
ん

と
相
互
に
交
流
で
き
る
こ
と
を
願

望
し
て
い
ま
す
。 

（
福
田 

泰 
か
づ
ら
き
煌 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

副
会
長
） 

 

大
和
の
中
世
は
面
白
い 

 

越
智
氏
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か 

 
(

前
回
の
続
き) 

ま
ず
は
前
稿
の
続
き
を
少
々
。
越

智
氏
の
出
自
に
つ
い
て
、
伊
予
の
大

族
越
智
氏
と
大
和
の
越
智
氏
の
関

連
性
に
つ
い
て
、
少
々
飛
躍
し
た
考

え
を
披
露
い
た
し
ま
し
た
が
、
飛
躍

つ
い
で
に
も
う
ひ
と
つ
の
史
料
を

ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。 

右
下
の
表
は
明
治
41
年
に
刊
行

さ
れ
た
『
興
福
寺
年
代
記
』
の
抜
粋

で
す
が
、
暦
応
元
年
（
１
３
３
８
）

七
月
二
十
五
日
条
に
興
味
深
い
記

述
が
あ
り
ま
す
。
赤
枠
で
囲
ん
だ
箇

所
が
そ
れ
で
す
。 

「
河
野
太
郎
与
州
ヨ
リ
和
州
高

市
郡
へ
来
越
智
ノ
庄
ヲ
責
知
行
ト

ス
時
ニ
米
田
ノ
某
ノ
娘

ヲ
縁
ト
ス
」 

こ
の
記
事
を
信
じ
る

な
ら
ば
、
暦
応
元
年
に

伊
予
の
河
野
太
郎
が
大

和
の
高
市
郡
に
来
て
越

智
庄
を
手
に
入
れ
、
米

田
家
と
縁
組
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

河
野
氏
は
も
と
も
と
伊
予
国
の

越
智
氏
の
流
れ
を
く
む
一
族
で
、
平

安
末
期
に
な
る
と
本
家
の
越
智
氏

に
代
わ
っ
て
歴
史
の
表
舞
台
に
登

場
し
ま
す
。 

興
福
寺
年
代
記
の
記
事
は
、
大
和

の
越
智
氏
は
伊
予
国
の
（
越
智
氏
の

流
れ
を
く
む
）
河
野
氏
と
つ
な
が
る

と
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
前
回
も
述

べ
ま
し
た
が
、
想
像
を
た
く
ま
し
く

す
る
な
ら
ば
、
河
野
氏
の
一
員
が
伊

予
か
ら
大
和
に
移
住
し
、
当
時
高
市

郡
越
智
庄
に
い
た
大
和
源
氏
の
末

裔
で
あ
る
越
智
氏
と
交
流
し
て
（
も

し
か
す
る
と
当
時
衰
退
し
て
い
た
）

そ
の
名
跡
を
継
い
だ
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。 

さ
て
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は

史
料
の
信
頼
度
で
す
。
同
書
は
、
興

福
寺
に
伝
わ
っ
た
種
々
の
書
付
を

歴
史
学
者
の
坪
井
九
馬
三
（
つ
ぼ
い

く
め
ぞ
う
）
と
日
下
寛
（
く
さ
か
ひ

ろ
し
）
が
ま
と
め
た
も
の
で
す
が
、

そ
れ
ら
の
中
に
は
信
頼
性
を
欠
く

伝
聞
情
報
な
ど
も
ま
ぎ
れ
込
ん
で

い
る
よ
う
で
す
。 

個
人
的
に
は
実
に
ロ
マ
ン
あ
ふ

れ
る
内
容
だ
と
思
う
の
で
す
が
、 

米
田
家
の
祖
、
越
智
俊
武
が
武
功

を
上
げ
、
播
州
米
田
の
地
か
ら
故
郷

に
錦
を
飾
り
、
米
田
氏
を
名
乗
っ
た

の
が
元
中
八
年
（
１
３
９
１
）
で
す

か
ら
、
残
念
な
が
ら
年
代
的
に
つ
じ

つ
ま
は
合
わ
な
い
よ
う
で
す
。 

鎌
倉
幕
府
滅
亡
の
き
っ
か
け
を

作
っ
た
越
智
氏 

前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、

そ
ろ
そ
ろ
本
題
に
入
り
ま
し
ょ
う
。 

越
智
氏
が
歴
史
の
表
舞
台
に
登

場
し
て
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
活
躍
を

遂
げ
た
の
か
、
史
料
を
も
と
に
そ
の

足
跡
を
た
ど
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

越
智
氏
の
動
向
が
史
実
と
し
て

確
認
で
き
る
の
は
、
鎌
倉
時
代
末
期

頃
か
ら
で
す
。 

『
越
智
氏
の
勤
王
』（
以
下
、『
勤

王
』
と
略
す
）
に
よ
れ
ば
、
第
八
代

邦
永
（
く
に
な
が
）
の
と
き
、
相
模

入
道
（
鎌
倉
幕
府
最
後
の
執
権
・
北

条
高
時
）
が
闘
犬
を
好
み
、
犬
の
飼

料
を
ま
か
な
う
た
め
に
領
地
の
一

部
を
幕
府
に
差
し
出
す
よ
う
六
波

羅
探
題
を
通
じ
て
命
令
し
て
き
ま

し
た
。 

元
亨
2
年
（
１
３
２
２
）
、
こ

れ
に
憤
慨
し
た
邦
永
は
徹
底
抗
戦

を
決
意
、
六
波
羅
の
軍
勢
を
散
々
打

ち
負
か
し
ま
し
た
が
、
続
い
て
や
っ

て
き
た
楠
木
正
成
（
ま
さ
し
げ
）
と

戦
い
、
奮
戦
む
な
し
く
討
た
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。 

越
智
邦
永
の
名
は
、
他
の
信
頼

で
き
る
史
料
に
は
出
て
こ
な
い
た

め
実
在
の
人
物
か
否
か
は
不
明
で

す
が
、
こ
の
時
期
、
越
智
氏
が
鎌
倉

幕
府
に
反
抗
し
た
の
は
事
実
の
よ

う
で
す
。 

当
時
の
鎌
倉
幕
府
は
御
家
人
制

度
が
破
綻
し
つ
つ
あ
り
、
各
地
で
悪

党
と
呼
ば
れ
た
武
士
集
団
が
反
乱

を
起
こ
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
代
表

格
が
摂
津
の
渡
辺
党
、
紀
伊
の
湯
浅

氏
、
津
軽
の
安
藤
（
安
東
）
氏
、
そ

し
て
大
和
の
越
智
氏
で
し
た
。
楠
木

正
成
は
新
田
義
貞
や
足
利
尊
氏
と

と
も
に
鎌
倉
幕
府
を
滅
ぼ
し
、
後
醍

醐
天
皇
を
助
け
た
忠
臣
と
し
て
名

高
い
人
物
で
す
が
、
こ
の
時
期
は
ま

だ
北
条
家
の
家
臣
で
し
た
。
「
六
波

羅
が
だ
め
な
ら
楠
木
し
か
い
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
、
幕
府
の
命
に
よ
っ

て
各
地
を
転
戦
し
、
渡
辺
党
と
湯
浅

氏
、
そ
し
て
越
智
氏
を
も
鎮
圧
し
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
の
と
き
、
幕
府
は

楠
木
氏
の
功
績
を
称
え
る
と
同
時

に
、
あ
ま
り
の
強
さ
に
危
機
感
を
覚

え
た
と
い
い
ま
す
。
正
成
も
ま
た
、

反
乱
軍
と
の
戦
い
の
中
で
幕
府
の

崩
壊
を
予
見
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。 
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元
弘
元
年
（
１
３
２
４
）
、
後
醍

醐
天
皇
に
よ
る
討
幕
計
画
が
発
覚

し
、
帝
が
三
千
の
兵
と
と
も
に
笠
置

山
に
立
て
籠
も
っ
た
際
は
、
越
智
上

野
介
、
古
市
播
磨
守
、
楢
原
周
防
入

道
、
柳
生
播
磨
守
ら
大
和
武
士
も
帝

を
守
っ
て
戦
い
ま
し
た
が
、
そ
の
時

す
で
に
楠
木
氏
は
後
醍
醐
天
皇
方

に
味
方
し
て
い
た
よ
う
で
す
。 

『
太
平
記
（
巻
三
）
』
に
は
、
こ

の
と
き
後
醍
醐
帝
が
霊
夢
を
見
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
楠
木
正
成
が

後
醍
醐
天
皇
の
も
と
に
馳
せ
参
じ

た
と
い
う
有
名
な
逸
話
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。 

『
勤
王
』
に
よ
れ
ば
、
越
智
邦
永

の
一
子
邦
澄
が
成
長
し
て
越
智
家

を
継
ぎ
、
や
が
て
高
取
城
を
築
く
と
、

楠
木
正
成
の
奮
戦
に
呼
応
す
る
形

で
討
幕
に
参
加
し
ま
し
た
。 

邦
澄
に
と
っ
て
楠
木
正
成
は
父

の
仇
と
も
い
え
る
人
物
で
す
が
、
そ

の
い
さ
ぎ
よ
さ
と
勤
王
の
精
神
に

共
感
し
た
の
で
し
ょ
う
か
、
元
弘

3
年
、
正
成
が
千
早
・
赤
坂
城
で
幕

府
軍
を
迎
え
撃
っ
た
際
に
は
、
一
族

の
楢
原
三
郎
光
俊
（
越
智
十
郎
光
度

の
子
）
を
派
遣
し
、
共
同
戦
線
を
築

い
て
い
ま
す
。 

南
朝
の
忠
臣
・
越
智
氏 

鎌
倉
幕
府
滅
亡
後
、
後
醍
醐
天

皇
に
よ
る
建
武
の
新
政
が
始
め
ら

れ
ま
し
た
が
、
討
幕
に
功
績
が
あ
っ

た
武
家
に
十
分
な
恩
賞
が
与
え
ら

れ
な
い
な
ど
政
局
は
不
安
定
な
状

態
が
続
き
、
天
皇
と
足
利
尊
氏
と
の

関
係
は
次
第
に
悪
化
し
て
い
き
ま

し
た
。
や
が
て
尊
氏
が
貴
族
政
治
に

不
満
を
持
つ
武
士
た
ち
を
ま
と
め

る
形
と
な
り
戦
争
が
勃
発
。
湊
川
の

戦
い
に
お
け
る
楠
木
正
成
の
敗
死

が
引
き
金
と
な
り
、
建
武
政
権
は
崩

壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

そ
の
後
、
後
醍
醐
天
皇
は
吉
野

で
南
朝
を
築
き
、
半
世
紀
も
の
間
、

南
北
朝
時
代
が
続
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
間
、
越
智
氏
は
、
伊
勢

国
守
護
の
北
畠
氏
や
楠
木
正
成
の

子
、
正
行
（
ま
さ
つ
ら
）
・
正
時
・

正
儀
（
ま
さ
の
り
）
兄
弟
な
ど
と
と

も
に
南
朝
方
武
将
と
し
て
活
躍
し

ま
し
た
。 

越
智
邦
澄
の
子
・
家
澄
の
頃
に

な
る
と
、
越
智
氏
も
南
朝
方
の
有
力

武
将
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て

い
た
よ
う
で
、
観
応
元
年
（
１
３
４

８ 

南
朝
方
年
号
は
正
平
5
年
）

に
足
利
尊
氏
の
弟
、
足
利
直
義
（
た

だ
よ
し
）
が
尊
氏
や
高
師
直
（
足
利

家
の
執
事
）
ら
と
対
立
し
て
南
朝
方

に
降
伏
し
た
際
、
直
義
は
越
智
氏
を

頼
っ
て
い
ま
す
。 

南
北
朝
時
代
の
大
和
国 

で
は
、
南
北
朝
期
の
大
和
国
は
ど

の
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
地
理
的
に
も
京
都
の
北
朝
と

吉
野
の
南
朝
の
中
間
に
位
置
し
て

お
り
、
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
事
は

想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

当
時
、
大
和
国
で
は
南
都
興
福
寺

が
強
大
な
権
力
を
握
っ
て
お
り
、
大

勢
の
大
和
武
士
た
ち
を
従
え
て
い

ま
し
た
。 

興
福
寺
は
全
体
と
し
て
北
朝
方

（
室
町
幕
府
方
）
で
し
た
が
、
内
部

で
は
一
乗
院
と
大
乗
院
と
い
う
、
二

大
門
跡
寺
院
の
対
立
が
表
面
化
し

つ
つ
あ
り
ま
し
た
。 

や
が
て
両
者
の
確
執
は
、
互
い
の

傘
下
に
あ
っ
た
大
和
武
士
た
ち
を

巻
き
込
む
軍
事
衝
突
を
引
き
起
こ

し
、
南
北
朝
の
紛
争
と
相
ま
っ
て
複

雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
き
ま
す
。 

名
著
『
応
仁
の
乱
』
で
呉
座
勇
一

氏
が
喝
破
さ
れ
た
よ
う
に
、
ま
さ
に

当
時
の
興
福
寺
は
「
畿
内
の
火
薬
庫
」

と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
存
在
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。 

さ
て
、
残
念
な
が
ら
こ
こ
で
紙
幅

が
尽
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
後

の
越
智
氏
の
活
躍
は
、
次
回
の
お
楽

し
み
と
い
う
こ
と
に
・
・
・
。 

や
は
り
、
「
大
和
の
中
世
は
面
白

い
」
の
で
す
。 

 
 
 

（
浅
見 

潤
） 

 

お
ち
さ
ん
草
木
記 

「
多
羅
葉
（
た
ら
よ
う
）
」 

光
雲
寺
の
山
門
を
く
ぐ
り
抜
け

て
石
畳
を
真
っ
直
ぐ
進
み
本
堂
の

前
ま
で
来
る
と
、
右
側
は
綺
麗
に
掃

き
清
め
ら
れ
た
玉
砂
利
の
広
場
が

あ
り
、
左
側
は
庫
裏
の
玄
関
に
向
か

う
石
畳
が
続
い
て
い
る
、
そ
の
庫
裏

方
丈
か
ら
本
堂
に
至
る
渡
り
廊
下

の
屋
根
越
し
に
、
濃
い
緑
色
の
大
き

な
葉
っ
ぱ
を
つ
け
た
立
派
な
樹
木

が
望
め
る
。 

そ
の
木
が
（
多
羅
葉
）
で
あ
る
。

モ
チ
ノ
キ
科
常
緑
樹
、
葉
は
大
型
で

厚
く
、
ふ
ち
に
は
鋸
歯
と
呼
ば
れ
る

ギ
ザ
ギ
ザ
が
あ
り
、
雌
雄
異
株
、
光

雲
寺
の
も
の
は
11
月
頃
赤
い
実
を

つ
け
る
の
で
雌
株
で
あ
る
。 

多
羅
葉
の
名
前
の
由
来
は
葉
の

裏
に
経
文
を
書
い
た
イ
ン
ド
産
ヤ

シ
科
の
貝
多
羅
葉
（
ば
い
た
ら
よ
う
）

に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
で
、
社
寺
仏
閣

に
多
く
植
え
ら
れ
、
東
大
寺
二
月
堂

や
下
市
町
長
谷
に
あ
る
丹
生
川
上

神
社
下
社
の
も
の
は
霊
木
と
し
て

崇
め
ら
れ
て
い
る
。 

光
雲
寺
の
多
羅
葉
は
幹
回
り
約

1.6
メ
ー
ト
ル
あ
り
上
記
霊
木
に
肩

を
並
べ
る
大
樹
で
あ
る
。 

葉
の
裏
に
硬
い
も
の
で
文
字
を

書
く
と
黒
く
浮
か
び
上
が
り
、
古
来

よ
り
恋
文
や
ち
ょ
っ
と
し
た
メ
モ

代
わ
り
に
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う

だ
。 郵

便
葉
書
の
名
前
の
由
来
と
も

言
わ
れ
、
今
で
も
定
形
外
郵
便
物
と

し
て
切
手
を
貼
れ
ば
葉
書
と
し
て

通
用
し
、
樹
は
（
郵
便
局
の
樹
）
と

し
て
各
地
の
主
要
な
郵
便
局
で
植

え
ら
れ
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
に
な
っ

て
い
る
。 

 
 

 
 

（
吉
村
基
男
） 


